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乳乳幼幼児児用用おおももちちゃゃかかららのの 17 元元素素のの溶溶出出にに関関すするる実実態態調調査査  
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乳幼児や子供を対象としたおもちゃの安全性に関しては，様々な国でそれぞれ規格が定められており，欧州連合で

は EN71（Safety of toys：欧州玩具安全規格）で，日本では食品衛生法で規格基準が定められている．そのうち，おも

ちゃの溶出試験に関しては，EN71Part 3（EN71-3）（Migration of certain elements：特定元素の移行）で 17 元素を規制

しているが，食品衛生法では 4 元素が定められているのみである．そこで今回，市販乳幼児用おもちゃに関し，食品

衛生法よりも対象元素が広く設定されている EN71 の溶出試験を準用し，17 元素について乳幼児用おもちゃからの溶

出の実態を調査した．インターネットや 100 円ショップ等の小売店で市販されている比較的安価に入手可能な乳幼児

用おもちゃ 20 製品を部位および色別に分けた全 87 試料を用いて調査した結果，6 製品 20 試料からアルミニウム，ア

ンチモン，総クロム，コバルト，ニッケル，ストロンチウム，亜鉛の 7 元素を検出した．検出した元素の検出量を

EN71-3 に規定されている規格値と比較すると，規格値の 1/5～1/1,000 以下であり，今回調査した製品からはクロム以

外の EN71-3 の規格値と比較可能な 16 元素において，いずれも EN71-3 の規格値を超える元素の溶出は無かった． 
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はは じじ めめ にに 

乳幼児や子供を対象としたおもちゃの安全性に関しては，

日本をはじめ様々な国でそれぞれ規格が定められている．

欧州連合（EU）では EN71（Safety of toys：欧州玩具安全

規格）で 14 歳未満の子供を対象としたおもちゃを規制し

ている．そのうちの EN71Part 3（EN71-3）（Migration of 

certain elements：特定元素の移行）では，6 歳以下の小児

用として設計されたおもちゃのうち，子供が舐めたり飲み

込んだりする可能性がある部品や構成品について，おもち

ゃ中の重金属類等の元素が健康に影響を与えるレベルで溶

出しないよう規制している．その規格の一つであるアルミ

ニウム（Al）の規格値が 2021 年 5 月 20 日より引き下げら

れた 1)．Al は，EFSA（欧州食品安全機関）の TWI（耐容

週間摂取量）1 mg/kg 体重/週 2)，JECFA（FAO/WHO 合同

食品添加物専門家会議）の PTWI（暫定耐容週間摂取量）

2 mg/kg 体重／週 3)に対し，EN71-3 の規格値算出の基本に

なっている TDI（耐容 1 日摂取量）が高いため，TDI の引

き下げが推奨された結果，EN71-3 の Al 規格値が引き下げ

られた． Al は食品添加物としても使用されており，当セ

ンターにおいて食品中の Al 含有量の実態調査を行い報告

4-6)している．なお，EN71-3 では Al の他，アンチモン

（Sb），ヒ素（As），バリウム（Ba），ホウ素（B），カ

ドミウム（Cd），三価クロム（Cr(III)），六価クロム

（Cr(VI)），コバルト（Co），銅（Cu），鉛（Pb）マン

ガン（Mn），水銀（Hg），ニッケル（Ni），セレン

（Se），ストロンチウム（Sr），スズ（Sn），有機スズ，

亜鉛（Zn）の計 17 元素 19 項目を規制している． 

 一方，日本では乳幼児用おもちゃは 6 歳未満の乳幼児が

遊ぶことを想定して製造されており，『食品衛生法 厚生

省告示第 370 号 食品，添加物等の規格基準 第 4 おも

ちゃ』で規格基準が定められている．食品衛生法では乳幼

児用おもちゃの溶出試験に重金属や蒸発残留物等の規格が

定められているが，個別元素は Cd，Pb，As，Zn の 4 元素

が定められているのみである．  

 このように海外と日本ではおもちゃの規格が異なってい

る．EU 域内においても，様々な原産国のおもちゃの

EN71-3 不適合製品の報告事例もあり，規格基準における

国際的整合性の必要性が高まっている． 

また，日本国内で市販されている乳幼児用おもちゃは，

様々な色や形，材質のものがあり，インターネットや 100

円ショップ等の小売店で比較的安価に購入できるものもあ

る．これらの乳幼児用おもちゃの安全性を確保するために

も，乳幼児用おもちゃからの元素の溶出の実態を把握する

必要がある．しかし，これまで日本国内で市販されている

乳幼児用おもちゃからの元素の溶出に関する報告は少なく，

その実態把握は不十分である． 

そこで，食品衛生法よりも対象元素の多い EN71-3 の溶

出試験を準用し，乳幼児用おもちゃからの 17 元素の溶出

実態を把握することを目的とし調査したので報告する． 

 

実実 験験 方方 法法 

1. 試試料料 

EN71-3ではおもちゃの素材によりカテゴリーI（乾燥し

た，脆い，粉状または柔らかな素材），カテゴリーII（液

状または粘着性のある素材），カテゴリーIII（削りとるこ

とができる素材）に分類されており，移行限度値も各カテ



Ann. Rep. Tokyo Metr. Inst. Pub. Health, 73, 2022 186

ゴリーごとに設定されている．今回，乳幼児用おもちゃと

して流通量が多いと考えられるカテゴリーIIIに分類される

おもちゃを対象とした．カテゴリーIIIに規定されている17

元素19項目の移行限度値をTable 1 に示した． 
試料は，市販されている比較的安価に入手可能な乳幼児

用おもちゃ 20 製品を部位および色別に分けた 87 試料を用

いた．20 製品の購入先はインターネットが 9 製品，100 円

ショップが 10 製品，小売店が 1 製品であった．製品種別

及び試料の内訳を Table 2 に示した．乳幼児用おもちゃは

様々な形状や機能（音が出るもの，握って遊ぶもの，歯固

め等）があり，一つの製品でいくつかの機能を有するもの

もあったが，製品種別では振ることで音が出るものを「ラ

トル」とした． 

  

 

2. 測測定定元元素素 

Al，Sb，As，Ba，B，Cd，総クロム(総 Cr)，Co，Cu，

Pb，Mn，Hg，Ni，Se，Sr，Sn，Zn の 17 元素を対象とし

た． 

EN71-3の規格ではCrはCr(III)とCr(VI)それぞれ規格が定

められているが，今回はCr(III)とCr(VI)の区別をせず，総

Crとして測定した．また，有機スズは測定対象外とした． 
 

3. 試試薬薬 

塩酸は富士フィルム和光純薬株式会社製，特級を用いた． 

水は超純水製造装置により精製したものを用いた． 

Al，Sb，Ba，B，Cr，Co，Mn，Hg，Ni，Se，Sr，Sn，

Zn は関東化学株式会社製，JCSS 化学分析用（原子吸光分

析用，ICP 分析用）（1,000 mg/L）を，Cd，Cu は富士フィ

ルム和光純薬株式会社製，JCSS（1,000 mg/L）を，As は

AccuStandard社製，ICP-MS用（NIST）（100 µg/mL）を，

Pb は SCP SCIENCE 社製，ICP-AES，ICP-MS 検量線作成

用単一元素標準試薬（NIST）（1,000 µg/mL）を用いた． 
 

4. 装装置置 

ICP-OES：Perkin Elmer社製Optima 7300DV，超純水製造

装置：ヤマト科学株式会社製 Autopure WR700，pH 計：株

式会社堀場アドバンスドテクノ製LAQUAtwin-pH-22B，フ

ーリエ変換赤外分光光度計（FT-IR）：アジレントテクノ

ロジー株式会社製 Model FT-660 
 

5. 試試験験溶溶液液のの調調製製 

EN71-3 の溶出試験を準用し，凍結粉砕した試料約 200  

mg を精密に量り，0.07 mol/L 塩酸 10 mL を加え 1 分間振

り混ぜた後，pH 1.2±0.1 となるように 2 mol/L 塩酸で調整

した．遮光下で 37°C に保ちながら 1 時間連続振とうし，

次に遮光下で 37°C に保ちながら 1 時間放置した．固形物

を除いた溶液を 0.45 µm のメンブランフィルターでろ過し，

ICP-OES 用の試験溶液とした． 

 

6. 材材質質鑑鑑別別 

合成樹脂の材質鑑別は粉砕していない試料を用い，FT-

IR（ATR 法）により行った．エラストマに関しては製品

に添付された表示のとおりとした．布は目視で行った． 

 

7. 定定量量下下限限値値 

EN71-3，カテゴリーIIIの移行限度値を考慮し，17元素

を移行限度値の高いグループ（Al，Ba，B，Cu，Mn，Sr，

Sn，Zn）と移行限度値の低いグループ（Sb，As，Cd，総

Cr，Co，Pb，Hg，Ni，Se）の 2グループに分け，定量下

限値は移行限度値の高いグループは50 mg/kg，移行限度値

の低いグループは5 mg/kgとした． 
 

結結果果及及びび考考察察 

1. 試試料料のの材材質質 

87試料の材質を鑑別した結果をFig. 1 に示した．使用さ

れていた材質はポリエチレン（PE）16試料，アクリロニ

トリル・ブタジエン・スチレン樹脂（ABS）15試料，ポリ

プロピレン（PP）15試料，ポリ塩化ビニル（PVC）14試

料，布14試料，ポリスチレン（PS）7試料，エラストマ4

試料，シリコン樹脂2試料であり，材質の種類としては8種

類が使用されていた．製品としては，単一の材質からなる

製品もあれば，複数の材質の組み合わせからなる製品もあ

り，様々な製品が流通していることが示された． 

 

2. 元元素素のの溶溶出出 

20 製品 87 試料について 17 元素を測定した．元素を検出 

Element Migration limit (mg/kg)

Al 28,130

Sb 560

As 47

Ba 18,750

B 15,000

Cd 17

Cr(III) 460

Cr(VI) 0.053

Co 130

Cu 7,700

Pb 23

Mn 15,000

Hg 94

Ni 930

Se 460

Sr 56,000

Sn 180,000

Organic tin 12

Zn 46,000

Table 1. Migration Limits* from Toy (EN71-3) 

*: Established on May 20, 2021 
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